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　飯盛城は生駒山地の北部にある飯盛山に築か

れた中世の山城です。正平３年（1348）にこの

山の麓で戦われたのが四條畷合戦で、楠木正行（正

成の子）の南朝軍と高野師直の北朝軍が激しく

戦いました。『太平記』にその様子が描かれそこ

に飯盛山の名が登場することから、南北朝時代

には城が築かれていたようです。本格的な山城

として整ったのは戦国時代で、畠山の家臣であ

った木沢長政が城主とな

ってからとされています。

戦乱の中、在地の土豪で

ある安見直政が城主とな

りますが、河内進出の機

会を伺っていた三好長慶

がこれを破り、永禄３年

（1560）に入城しここを居

城と定めました。 

　城域は南北約1,200ｍ、

東西は約500ｍに及び、

山稜から西へ急峻な尾根が張り出し、北端は交野

台地に向かって細く突き出しています。東側は権

現川に刻まれた深い谷でさえぎられ、自然の要害

に守られた中世屈指の山城です。山稜や尾根を削

って造られた、大小70近い「郭（くるわ）」が残

っているとされ、314ｍの三角点がある最高所が「高

櫓」郭、現在ＦＭアンテナの建つ広い平坦地が本

丸のあった「千畳敷」郭と呼ばれています。また、

要所には野面積の石垣が築かれていました。 

　さて長慶ですが、全盛期にはここを拠点に畿

内の支配に成功しています。また、彼はキリス

ト教に寛容で、飯盛城で家臣70余名が洗礼を受

けたことがフロイスの「日本史」に記されてい

ます。しかしこの城も永禄７年（1564）に彼が

亡くなり、三好氏の衰退とともに山城としての

役目を終えました。 

　飯盛山は麓の野崎駅や四条畷駅からでも気軽

に登ることができるため、休日ともなると、多

くの人が訪れます。とくにお勧めは、山頂付近

の桜が満開となる頃です。山頂からの眺望はす

ぐれ、河内平野はもちろんのこと北摂地域や遠

く京都方面まで見渡すことができ、ここに立つ

と戦国期に重要な役割を果たした城であったこ

とを実感することができます。 

※飯盛城跡は、大東市と四條畷市の両方にまたがる地域

に位置しています。 

●飯盛城跡 

▼お問い合わせ先▼ 
大東市生涯学習部生涯学習課 

ＴＥＬ　０７２－８７０－９１０５ 

Ｅ-ｍａｉｌ　gakushu@city.daito.lg.jp

太子町 TAISHI CHO

● お問い合わせ先 ● 
太子町住民部地域振興防災室 

ＴＥＬ：０７２１－９８－５５１８ 

Ｅ-ｍａｉｌ：ｗｅｂｍａｓｔｅｒ@ｔｏｗｎ.ｔａｉｓｈｉ.ｏｓａｋａ.ｊｐ 

○太子聖燈会（たいししょうとうえ）とは 
　地元の住民有志が、叡福寺の境内を燈火で飾るイ
ベントのことです。まだ昨年にスタートしたばかり
の取組ですが、太子町を愛する人々が聖徳太子の和
の精神を尊び、人々の幸せを願い、ろうそくに火を
燈すことにより魅力ある太子町のまちづくりと地域
の活性化をめざしています。今、その活動は地域の
盛り上がりとともに、着実に根付き、大きなひろが
りをみせています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○今年は７,０００個 
　昨年は２,０００個、今年は７,０００個もの燈火が４月４
日（土）、５日（日）の両日に、聖徳太子の御廟を今
もなお守り続ける叡福寺の境内周辺を飾る計画です。
境内の桜のライトアップも予定しています。 
　ろうそくが醸し出す幻想的で幽玄な世界は、参加
者の心に優しい希望の燈りをともしてくれることで
しょう。 
 
○たいし聖徳市とコラボ　 
　また、両日には『たいし聖徳市』が夜店バージョ

ンで開催されます。『たいし聖徳市』も町の活性化
をめざし、住民手作りの青空市として平成１８年５
月に発足し、毎月第３日曜日に叡福寺に隣接する「太
子和みの広場」で開かれています。朝採り野菜など
地元ならではの品物が並び、ステージでは様々なイ
ベントが行われ、住民のふれあいの輪が広がってい
ます。 
 
○大阪ミュージアム特別展に決定　 
　聖徳太子が、ここ太子の地に眠っているというこ
とは、残念ながら、あまり多くの方に知られていま
せん。そのため、これまで町では様々な取組を通じ
てＰＲに努めてきました。そして、今回、「大阪ミュー
ジアム」の特別展として、この太子聖燈会が選定さ
れたことは、たくさんの方に太子町を知っていただ
く絶好の機会です。さらに、町内には最古の官道「竹
内街道」をはじめとした歴史遺産が数多くあり、大
阪ミュージアムにも登録されています。また、特産
の「ぶどう」や「みかん」もご賞味いただきたい一
品です。 
　皆様方のご参加をお待ちしておりますので、ぜひ、
太子町にお立ち寄りください。 

太子聖燈会（たいししょうとうえ） 
　7,000の和の燈り　～聖徳太子に願いをこめて～ 
太子聖燈会（たいししょうとうえ） 
　7,000の和の燈り　～聖徳太子に願いをこめて～ 

の　づらづみ 

「高櫓」郭下の石垣 

山頂からの眺望（河内平野を望む） 

｢高櫓｣郭に建つ楠木正行像 

飯盛城跡まで 
○ＪＲ野崎駅から徒歩約１時間10分 
○ＪＲ四條畷駅から徒歩約１時間 


